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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 
 

回次
第48期

第１四半期連結
累計期間

第49期
第１四半期連結
累計期間

第48期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 339,325 389,113 2,163,575

経常利益 (千円) 17,674 24,539 363,069

親会社株主に帰属する当期純利
益又は親会社株主に帰属する四
半期純損失(△)

(千円) △7,477 △6,789 339,116

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △12,567 △4,427 339,860

純資産額 (千円) 1,907,556 2,255,074 2,259,657

総資産額 (千円) 2,774,837 3,172,968 3,201,369

１株当たり当期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) △0.55 △0.50 24.77

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 68.7 71.1 70.6
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第48期第１四半期連結累計期間及び第49期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

第48期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文章中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境や企業業績は緩やかな回復基調で推移いたしました

が、米国新政権の政策動向やアジア地域の地政学的リスクの高まりなどにより、先行き不透明な状況で推移いたし

ました。

当業界におきましては、自動車関連の設備投資は堅調に推移いたしましたが、期待したヘルスケア関連は先送り

となる案件が多く、光ディスク関連の設備投資は特需もなく低調であったことなどから、総じて厳しい受注環境で

推移いたしました。

このような状況のなかで当社グループは、主力製品の販売強化、優良顧客の開拓、受注の確保など、活発な営業

活動を展開するとともに、さらなる原価低減に注力いたしました。

ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置につきましては、世界最小・最軽量を実現した新製品（μ－Ｘ360s）の一層

の拡販を図るため、国内外の展示会に出展するとともに、顧客ニーズに応じて装置の戦略的貸出を行うほか、海外

においては、現地代理店と連携し見込顧客への同行営業を行うなど、受注獲得に向けた販促活動を展開いたしまし

たが、受注に至るまでに長期間を要する案件が多く、厳しい受注環境で推移いたしました。

ヘルスケア関連および光応用製品・特殊機器関連につきましては、受託開発や受託生産に関する大型案件の引合

いは増加いたしましたが、予算見直しや仕様変更などにより受注時期が先送りされたことから、低調な推移となり

ました。

光ディスク関連機器・装置につきましては、買換え需要や新規設備の引合いも低調であり、厳しい受注環境で推

移いたしました。

３Ｄスキャナ関連につきましては、多関節デジタイザ用高速・高精度新型３Ｄスキャナの供給が本格化するとと

もに、自動車業界で使用されるインライン検査用３Ｄスキャナ等の引合いも好調であり、良好な受注環境で推移い

たしました。

以上の結果、受注高は３億44百万円（前年同期比46.1％減）、売上高は３億89百万円（前年同期比14.7％増）と

なりました。

損益面につきましては、営業利益は23百万円（前年同期比47.2％増）、経常利益は24百万円（前年同期比38.8％

増）、親会社株主に帰属する四半期純損失は６百万円（前年同期は７百万円の損失）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて28百万円減少し、31億72百万円とな

りました。これは主に、仕掛品が１億円増加し、受取手形及び売掛金が１億17百万円、現金及び預金が31百万円、

それぞれ減少したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末と比べて23百万円減少し、９億17百万円となりました。これは主に、支払手形及び買

掛金が54百万円増加し、賞与引当金が58百万円、未払法人税等が43百万円それぞれ減少したことによるものであり

ます。

純資産は、前連結会計年度末と比べて４百万円減少し、22億55百万円となりました。
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(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は１百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(4) 生産、受注及び販売の実績

　① 生産実績

当第１四半期連結累計期間における生産実績は、次のとおりであります。

生産高（千円） 前年同四半期比（％）

558,067 110.3
 

（注）生産高は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
　

　② 受注実績

当第１四半期連結累計期間における受注実績は、次のとおりであります。

受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

344,653 53.9 667,876 78.3
 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　③ 販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績は、次のとおりであります。

販売高（千円） 前年同四半期比（％）

389,113 114.7
 

（注）１． 主な相手先別販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

　なお、総販売実績に対する当該割合が100分の10未満である販売実績につきましては、記載を省略してお

ります。

相手先

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年６月30日）

（自　平成29年４月１日
　　至　平成29年６月30日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

株式会社小坂研究所 52,907 15.6 58,937 15.1

株式会社ソニーＤＡＤＣジャパン 36,731 10.8 ─ ─

Sony DADC US Inc. 36,181 10.7 ─ ─
 

 ２． 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 
(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000
 

（注）平成29年６月23日開催の第48回定時株主総会にて、「株式併合の件」が承認可決されたため、平成29年10月

１日を効力発生日として当社普通株式10株を１株に株式併合し、発行可能株式総数は3,200,000株となりま

す。

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,934,592 13,934,592
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、1,000株

計 13,934,592 13,934,592 ― ―
 

（注) 平成29年６月23日開催の第48回定時株主総会にて、「株式併合の件」が承認可決されたため、平成29年10月

１日を効力発生日として定款に定める単元株式数は100株となります。

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年６月24日
(注)

─ 13,934,592 ─ 1,491,375 △169,857 929,795
 

(注)　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少し、その他資本剰余金へ振替えたものであります。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成29年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  243,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式13,464,000 13,464 ―

単元未満株式 普通株式  227,592 ― ―

発行済株式総数 13,934,592 ― ―

総株主の議決権 ― 13,464 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれ

ぞれ1,000株(議決権１個)及び145株含まれております。

２．単元未満株式数には、当社所有の自己保有株式609株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パルステック工業株式会社

静岡県浜松市北区
細江町中川7000-35

243,000 ― 243,000 1.74

計 ― 243,000 ― 243,000 1.74
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ときわ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

 

 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 893,749 862,423

  受取手形及び売掛金 873,605 755,999

  仕掛品 188,596 288,663

  原材料及び貯蔵品 86,165 92,786

  その他 150,420 118,878

  流動資産合計 2,192,536 2,118,752

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 282,545 284,824

   その他（純額） 369,740 408,831

   有形固定資産合計 652,286 693,655

  無形固定資産 1,536 1,463

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 380,310 384,397

   貸倒引当金 △25,300 △25,300

   投資その他の資産合計 355,010 359,097

  固定資産合計 1,008,833 1,054,216

 資産合計 3,201,369 3,172,968

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 140,203 195,141

  1年内返済予定の長期借入金 42,020 33,470

  未払法人税等 44,021 165

  賞与引当金 93,322 35,176

  その他 118,886 147,282

  流動負債合計 438,453 411,235

 固定負債   

  長期借入金 75,980 73,400

  退職給付に係る負債 425,360 431,474

  その他 1,918 1,783

  固定負債合計 503,258 506,658

 負債合計 941,712 917,893
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,491,375 1,491,375

  資本剰余金 1,099,653 929,795

  利益剰余金 △176,026 △12,958

  自己株式 △164,861 △165,016

  株主資本合計 2,250,140 2,243,195

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 8,891 11,401

  為替換算調整勘定 625 477

  その他の包括利益累計額合計 9,517 11,879

 純資産合計 2,259,657 2,255,074

負債純資産合計 3,201,369 3,172,968
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 339,325 389,113

売上原価 143,350 194,149

売上総利益 195,974 194,963

販売費及び一般管理費 179,929 171,345

営業利益 16,045 23,618

営業外収益   

 受取利息及び配当金 420 474

 売電収入 3,598 3,872

 貸倒引当金戻入額 5,200 -

 その他 649 332

 営業外収益合計 9,868 4,680

営業外費用   

 支払利息 596 361

 為替差損 4,496 598

 売電費用 3,146 2,799

 営業外費用合計 8,239 3,758

経常利益 17,674 24,539

特別損失   

 投資有価証券評価損 752 -

 固定資産除却損 0 0

 特別損失合計 752 0

税金等調整前四半期純利益 16,921 24,539

法人税等 24,399 31,328

四半期純損失（△） △7,477 △6,789

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △7,477 △6,789
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純損失（△） △7,477 △6,789

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △131 2,510

 為替換算調整勘定 △4,958 △148

 その他の包括利益合計 △5,089 2,361

四半期包括利益 △12,567 △4,427

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △12,567 △4,427

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

 

 
    前第１四半期連結累計期間
    (自 平成28年４月１日
    至 平成28年６月30日)

    当第１四半期連結累計期間
    (自 平成29年４月１日
    至 平成29年６月30日)

減価償却費 14,491千円 18,049千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

当社グループの事業セグメントは、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報

の記載を省略しております。

 

  当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

当社グループの事業セグメントは、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報

の記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純損失(△)(円) △0.55 △0.50

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円) △7,477 △6,789

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失(△)
(千円)

△7,477 △6,789

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,693 13,690
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成29年８月９日

パルステック工業株式会社

取締役会  御中

ときわ監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   松島　達也   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   鈴木　啓市   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパルステック工

業株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日

から平成29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パルステック工業株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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